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は じ め に

子供が未来をたくましく生きていくために、読書がその源となると改めて

認識されたのは、平成 23年 3月 に発生した東日本大震災の後でした。被災地

の多くの子供たちが不安に直面していた際、全国から寄附された本や絵本が

子供たちの心のよりどころとなり、生きる希望を与えました。

読書活動は、赤ちゃんの頃に本を読んでもらうことから始まります。子供

は、読書活動を通して言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊

かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていきます。

岩国市は、平成 16年 3月 に岩国市における子供の読書活動を推進するため

の基本的な考え方や取組を示した「岩国市子どもの読書活動推進計画」を策

定し、平成 22年 3月 には、第一次計画を踏まえて「岩国市子どもの読書活動

推進計画 (第二次)」 を策定し、子供の読書活動の推進を図つてまいりました。

この度、市の第二次計画の基本的な考え方を引き継ぎながら、計画の見直

しを図るとともに新たな取組について協議を重ね、「岩国市子どもの読書活動

推進計画 (第二次)」 を策定いたしました。

この計画に基づき、家庭・地域 。学校・図書館 。行政が連携・協力 し、岩

国市の全ての子供たちが、様々な環境の中で読書と出会い、豊かな心と生き

抜く力を育むことができるよう読書環境の整備に努めてまいりますので、今

後とも皆様の御協力と御支援をよろしくお願いします。

最後に、本計画の策定に当たり御尽力いただきました「岩国市子どもの読

書活動推進計画策定委員会」の委員の方々をはじめ、アンケー トに御協力を

いただいた方々、パブリックコメン トにおいて貴重な御意見や御提言をお寄

せいただきました市民の皆様に深く感謝申し上げます。

平成 27年 3月

岩国市長 福 田 良 彦
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第 1章  計画策定の主旨

「すべ ての子 どもが あ らゆ る機 会 とあ らゆる場所 にお いて 自主的 に読書活動 を行 う

ことがで きるよ う、積極 的 にそのた めの環境 の整備 が推進 され なけれ ばな らない」 を

基本理念 に 「子 どもの読書活動 の推進 に関す る法律」 (平成 13年 法律第 154号 )が 平

成 13年 12月 に施行 され ま した。 そ して、 この法律 に基づ き、国は、平成 14年 に 「子

どもの読書活動 の推進 に関す る基本 的な計画」 (「 第一次基本計画」)を 策 定 しま した。

岩 国市では、平成 16年 3月 に 「岩 国市子 どもの読書活動推進計画」 を策定 し、平成

16年度 か ら平成 20年度 までの 5年 間 さま ざまな施策 を実施 しま した。 また、 この年

10月 1こ は 「山 口県子 ども読書活動推進計画」が策定 され ま した。

第一次基本計画 にお ける成果や課題 を踏 まえ、平成 20年 3月 、国は 「子 どもの読書

活動 の推進 に関す る基本的な計画」 (第 二次基本計画)を策 定 しま した。 さらに山 口県

で も、平成 21年 3月 に 「山 日県子 ども読書活動推進計画 (第 2次計画 )」 が策定 され

ま した。

平成 22年 3月 、合併後 の新岩 国市 と して、合併後大 き く変化 した状況や 、それ まで

の取組 の 中で明 らかになつた さま ざまな課題や ア ンケー ト結果 を踏 まえ、「岩 国市子 ど

もの読書活動推進計画 (第 二次 )」 を策定。 平成 22年度 よ り、関係 各課 が主 旨に沿つ

て さま ざまな子供の読書活動推進 のための施策 を実施 しています。

平成 25年 5月 、国は 「子 どもの読書活動 に関す る基本的な計画 (第 二次計画 )」 を

策定 し、平成 26年 3月 、「山 口県子 ども読書活動推進計画 (第 3次 計画 )」 が策定 され

ま した。 平成 26年 6月 には改正学校 図書館 法 (平成 27年 4月 1日 施行 )が 成 立 し、

学校 司書 が初 めて法律上 に位 置付 け られ るこ とにな りま した。

岩 国市 では、 これ まで、学校 図書館 の充実や 、学校 にお け る朝読 の普及 、学校・ 幼

稚園等へ の団体貸 出の充実、ボ ランテ ィアに よるおはな し会 の開催 、関係 各課 が連携

して新 た に始 めたブ ックスター ト事業 な ど、 さま ざまな取組 を行 つてい る ものの、依

然 と して年齢 が上が るにつれ て読書離れ が顕著 にな る傾 向は改善 され てお らず 、継続

して取 り組むべ き課題 があ ります。

このよ うに、第二次計画期間における成果や課題、諸情勢の変化等を検証 し、アンケー

ト実施による岩国市の現状を把握 した上で、国や県の読書活動推進計画を基本 に、新たな

岩国市子 どもの読書活動推進計画を策定 しま した。

この計画に基づき、岩国市のすべての子供たちが、 日常的に読書に親 しみ、読書を通 じ

て学び、読書を楽 しみなが ら成長す るよ う、行政はもとよ り、家庭・ 地域・ 学校 。図書館

及び関係団体が、一層協力 し、連携 を深 め、読書活動の機会提供 と環境整糖 に取 り組んで

いきます。
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第 2章 計画の基本的な方針

この計画 の実施期 間は、平成 27年度か ら平成 31年度 までの 5年 間 と します。 この

計画 の対象 とな る年齢 は、おおむね 18歳以下です。

・ 専門的職 員 :図 書館教育 を学校 教育の中で推進 してい くために中心的 な役割 を担 う司書教諭 、そ して資料 に

結通 し、必要な資料 を的確に手渡す技術 を持 ち、館 サー ビ
′
スを担 う図書館 司書や学校 司書 をいい ます。

-2-

2

1 子供 の 自主的 な読書活動 の推進

子供 たちが学ぶ楽 しさや知 る喜び を体得 し、 さらなる知的好奇心 を満足 させ 、

生涯 にわたつて 自発 的 に学ぼ うとす る習慣 を培 えるよ う、一人ひ とりの 自主的

な読書活動 を大切 に します。読書は、本来個人的、内面的な営みであ り、大人

が強制 した り干渉 した りす るものではない こ とを考慮す る必要があ ります。

庭 、地域 、学校 、図書館 、行政 を通 じた社会全体 での取組 の推 進

子供が読書に親 しむ機会の充実のために、家庭、地域、学校、図書館、行政

がそれぞれ担 うべき役割を果た し相互に連携 。協力す るように努めます。

3 子供 の読書活動 を支 える環境 の整備

乳幼児期 か ら、発達段階 に応 じて読書に親 しめるよ うに、

1)読 書が 自由にで きる場

2)豊 富な資料

3)子 供 に本 を手渡す 専門的職員
*

の 3要素の読書環境 の整備・ 充実に努 めます。

4 子供 の読書活動 に関す る意義 の普及

子供に とつて身近な大人を含 め社会全体が読書活動に理解 と関心を持つ よ

う、その意義や重要性について広 く普及・啓発 を図るよ う努めます。



第 3章  第二次計画期間にお ける取組・ 成果

第 3章  第二次計画期間における取組・成果

1 家庭・地域における取組・成果

佃)家 庭 での読書活動の実践

・ 家庭 内読書推進 のための家読 (う ち どく)*:キ ャンペー ンを実施 した り、乳幼

児学級等のおはな し会
*2に

講 師 を派遣 した りす る とともにブ ックスター ト事業

を実施 しています。

。「学 校・ 家 庭 。地 域 の 連 携 に よ る教 育 支 樗 活 動 仔 准 事 業
本3」の 中で実施 され てい

る子育て学習会・4で は、児童文学作家を講師に招いての読み ぁぃ*5に
関す る講演

会や 、中央公 民館 では、小学校就学前後 の子 を持つ親 を対象 に読書に関す る講

座等 を開催 しています。

12)読 書活動に関する情報提供 と理解の促進

・保健センターでは、来所時の待 ち時間などに利用 してもらうために絵本のコー

ナーなどを設けた り、乳幼児健診や育児相談、子育てのつ どいなどの開催時に

は、遊具 と一緒に絵本を備 えた りして親子で絵本にふれ る機会を提供 していま

す。

・市教育委員会では、親子のための地域情報誌『 いわ くにつこ』を年 4回発行 し、

各種の子供向けの行事をお知 らせす る中で、図書館の行事や家庭における読書

活動の推進 について啓発 を行 つています。また、子育て支援セ ンターキ6か らも読

書活動 に関す る さま ざまな情報 を発信 しています。

・生涯学習情報誌 では、読書活動 につなが る図書館情報 な どを掲載す る とともに、

生 涯 学 習 市 民 講 座 イ カ ル ス *7の「子供編」では、市民 グループの協力 を得 なが ら、

読書活動 につ なが る講座 な どを実施 しています。

131 読み聞かせ等の読書活動の充実

・ 乳幼児 とその保護者 が本 と出会 うきつかけづ く りとして、市図書館 との連携 に

よ り、乳幼児学級の 中でお はな し会 を実施 しています。 また、母子保健推進協

議会が子育ての輪づ くり活動 として、各支部単位 で行 つてい る子育てのつ どい

の中で も、推進員 を中心 としたおはな し会 を年 20回 程度 実施 しています。

。こ ども館や わかば児童館 な どで、乳幼児 とその保護者 を対象 におはな し会 、手

遊 びな どを実施 しています。

・各公 民館 にお いては、乳幼児家庭教育学級 で、おはな し会 を開催 しています。

・市 内には、ボ ランテ ィアの運営 に よる 3つ の地域 文庫
半8と 2つ の私設文庫 (家 庭

文庫 )*9が あ り、本 の貸 出 しや おはな し会等が行 われ てい ます。

14)子 育てサークル等の取組の促進

・ 関連施設へ図書館発行のブ ック リス ト『 子育て本』 を提供 しています。
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第 3章  第二次計画期間にお ける取組 。成 果

・放課後の児童を対象 として実施 される放課後子供教室
*10、

放課後児童教室・11に

おいて、おはな し会など子供の読書活動につながるプログラムを推奨 し、実際

に取 り組まれています。

・:家 読 (う ち どく):「 家庭読書」の略語 で、 「家族ふれ あい読書」 を意味 します。 読書 を通 して、家族 の コ ミ

ュニケー シ ョンを図 ろ うとい う試み です。
■2ぉ はな し会 :子 供 たちに本 の楽 しさを伝 えるために、絵本 の読み開かせや紙 芝居 、パネル シア ター等 を行いま

す。
準3学校・ 家庭・ 地域の連携 に よる教育東援活動促進 事業 :「 地域協育ネ ッ トJ、 「放課後子供教室」、 「家庭教

育支援」 な ど、社会全体 で子供 を支 えてい くため、地域住 民等 、豊かな社会体験 を持つ外部の人材 等 を活用 し、

教育活動を 支援す る事業。
■4子 育て学習会 :小 学校就学前の保護者 を対象 に行 う講演会。
キ5読

み あい :一 方的である とい う概念 が生 じやす い 「読み開かせ」に対 し、話 し手 と聞 き手の交流や本 を通 じて

同 じ空間の共有等 を意識 した言葉。
46子

育て支援セ ンター :地 域 に身近な保 育所等 で子育てに関す る相談や若 い母親等の育児 サー クル を支援す る、

地域 の児童環境づ く りにお け る子育て支援 の中核的 な施設。
・'生 涯学習市民講座 イカル ス :岩 国市行政 いろいろ情報提供 (Iwakuni city Administration Reference&Utility
Services)の 略。 市民が、聞 いてみ たい、始めてみ たい ことのお ため しと して、好 きな講座 を選んで学ぶ ことの

で きる出前講座。
●8地 域文庫 :児 童図書 を備 え付 けて近隣の子供 たちに貸 し出す活動及 び組織。
争0私 設 文庫 (家 庭 文庫):一 般的には、個 人が子供 のために家庭 の一部 を開放 して設置 した読書施設。
410放

課後 子供 教室 :全 ての児童 を対象に、地域の人 たちの参画 を得 て、学習や スポー ツ、文化活動等の取組 を推

進す る事業。
中11放

R緊 後児童教室 :仕 事や病気 な どに よ り家庭 での保 育が できない、主に小学校低学年 (1～ 3年 生)児 童の保護者

に代 わ つて、授 業の終 了後等 に放課後児童教室専用施設や小学校余裕 教室等の保育 スペー スを活用 して、適切 な

遊 びや生活 の場 を提供す る事業。
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第 3章  第二次計画期間にお ける取組・成果

2 幼稚園・保育所における取組・成果

位)幼 稚園・ 保育所での読み聞かせ活動の充実

。朝 の集 ま りや 降園時のバ スを待つ 間、午睡前 な どには意図的に毎 日おはな し会

の時間を作 つています。

・ 乳児 に対 しては、保育士が 1紺 1を 基本 と して読み あい を しています。

・ 各幼稚園・保 育所 では、 日々の活動の 中で、パネル シアターや大型絵本・ 紙芝

居等 を取 り入れ なが ら、おはな し会 を実施 しています。

121 幼稚 園教酌 B保育士の研修への積極的参加

・ 幼稚園教諭・ 保育士は、職員研修 の場 に進 んで参加 しています。

・ おはな し会専門の講 師 を招 くな ど、参加 回数 だけでな く講師の充実 も図 つてい

ます。

(2)保 護者 に向けた啓発活動の充実

。絵本の貸 出 しや 、定期購読 によ り、親子で関心が持 て るよ うに しています。

・ 保護者 に向けての園だ よ りを活用 し、絵本 を紹介す るな ど、絵本 に対す る意識

を高めるよ うに しています。

・ 子供 たちの家庭 での読書活動 を推進す るために、保護者 を対象 と して さま ざま

な会・ 講座 を開いています。

・ 地域 の未就 園児 を対象 に、幼稚 園・保 育所 の施設 を開放 し、その保護者等 に も

読書活動 に関す る情報提供や 、おはな し会等 を実施 しています。

141 その他

・絵本 コーナー を設置 して、絵本 を 目に触れやす い場所 に置 くよ うに しています。

・季節 に応 じた絵本 を、玄関に展示す るな ど して興味 を深 めるよ うに しています。

・ 郷 土食 をテーマ と した給食や ク ッキング会 を行 つた場合、玄関にその食材や郷

土料理 を紹介 した本等 を展示 し、岩 国の食 に興味 を持 て るよ うに しています。
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第 3章  第二次計画期間にお ける取組・ 成果

3 学校 にお ける取組・ 成 果

佃)教 員による読書指導の充実

・ 全校一斉の読書活動 に取 り組 み、平成 25年度 には、市内小学校 34校 中 34校 、

市内中学校 15校 中 14校 で実施 しま した。

(2)学校 図書館蔵書の充実

・ 資料検索や調べ学習 に利用す るコン ピュー タの整備 を進 めてい ます。蔵 書管理

への コン ピュー タの導入 も進 んでお り、貸 出業務 の電子化 も進 んでいます。

131 魅 力ある学校 図書館の運営

・ 学校 図書館 の 円滑 な運 営 と子供 の読書活動 の充実 のた めに、読 書活動推進 員・
1

を配置 しています。 平成 26年度 は、小学校 17校 に 10名 配置 しま した。

・ 平成 26年度 は、岩 国小学校 、麻里布小学校 、灘小学校 の 3校 に、専任 の読書活

動推進員 を配置 し、専任配置 のモデル校 としま した。 読書環境 の整備や読み聞

かせ等 の 日常的 な取組 の充実 に よ り、貸 出冊数や利用人数 の増加 、読書 に対す

る意欲 の向上等 の効果 に加 え、心 の休 ま る空 間 と して、学校 生活 に潤 い を もた

らしています。

・ 推薦 図書等の特設 コーナー を学校 図書館 に設置 し、子供 たちが本 と出会 う機会

を提供 しています。 平成 25年度 は、市内小学校 34校 中 34校 、市 内中学校 15

校 中 14校 で設置 され ま した。

・ 図書委員会 だ よ り、図書 だ よ り等 に よ り学校 図書館 や読書活動 に関す る情報発

信 に取 り組んでいます。平成 25年度 は、市内小学校 34校 中 22校 、市内中学校

15校 中 8校 で取 り組 まれ ま した。

141 図書館 、地域 との連携

。子供 が本 と出会 うきつかけづ く りとしての本 の読み 聞かせや ブ ック トー ク本2等 の

活動 については、保護者や地域 のボ ランテ ィアに よる支援 が多 くの学校 で進 め ら

れ ています。平成 25年度 は、市 内小学校 34校 中 29校 、市内中学校 15校 中 2校

で、読書活動 に関わ るボ ランテ ィアの受 け入れが行 われ ま した。

・市図書館が市内小中学校へ『岩 国市図書館 サ― ビスハ ン ドブ ック *3』を配布し、

図書館 サー ビスの利 用案 内 を行 つてい ます。 各小 中学校 では、ハ ン ドブ ックを

活用 して調べ学習のための資料 の貸 出 し等 を行 つています。

・ 学校 と市図書館 の連携 を図 るために、 中学校 図書館 都会 と市 図書館 に よる連絡

会 を行 つています。

オ:読
蕃活動推進員 :司 書教諭 と連携 。協力 して、本の選択・ 収集・ 提供や子 どもの読 書活動に対す る指導

等 を行 い、子供の読書活動の活性化 支援 を行 う、市が配 置す る非常勤職 員です。
■2ブ

ック ト_ク :一 つテーマにそ つて、数 冊の本 を選 んで順序 よく組 み立てて紹介 します。
■3岩

国市図書館サー ビスハ ン ドブ ック ,小・ 中学校等 との よ りよい連携 を 目指 して、市図書館の団体貸出

や調 べ学習への支援 な どのサー ビスをま とめた冊子。 平成 16年 か ら開始。
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第 3章  第二次計画期間にお ける取組・ 成果

4 公 立 図書館 にお け る取組・成 果

佃)職員体制の充実

。中央図書館 では専任 の児童サー ビス担 当者 (職員 2人 、嘱託職員 2人 )を 配置

していま したが、平成 25年度か ら嘱託職員 3人 に増員 しま した。 また、新入職

員全員 に児童 サー ビスに関す る研修 を行 つています。

(21 資料の充実

・ 市内各図書館 では、調べ学習用資料 を含む児童 書の充実に努 めています。 平成

22年 度 は 「住 民生活 に光 をそそ ぐ交付金」 を活用 して、大型絵本やパネル シア

ター、お はな し会用小道具等 の団体貸 出資料 の充実に努 めま した。

131 団体貸出制度の充実

・ 市内団体 に よる読書活動 を支援す るために、大型絵本やパネル シア ター等おは

な し会用 の資料や小道具 を市内団体 に貸 し出 しています。

・幼稚 園・保 育園の読書環境整備 のた めに絵本 の長期貸 出・
1を

行 つています。実施

園数 が公 々に増加 し、平成 25年 度 は過去最高の 28園 (5,261冊貸 出)と な り

ま した。

・ 市 内小 中学校へ『 岩 国市図書館 サー ビスハ ン ドブ ック』 を配布 し、調べ学習資

料の貸 出 し 。施設 見学・ 体験学習 な ど、学校へ の図書館 サー ビスを案 内 してい

ます。新 たに平成 23年度 か ら高校 向け、平成 24年度 か ら幼稚 園・ 保育所 向け

のサー ビスハ ン ドブ ックを作成・配布 し、団体貸 出等 の図書館 サー ビス案 内 を

しています。

141 おはな し会ボ ランテ ィアの養成 B育成

。お はな し会 ボ ランテ ィアの養成 とスキル ア ップのために、養成講座 。ステ ップ

ア ップ講座 をそれぞれ定期的 に開催 しています。

・平成 23年度 に岩 国市ブ ックスター ト事業開始 に伴 い、ブ ックス ター トの推進員

を養成す る講座 を実施 しま した。受講生は現在 、ブ ックスター トボ ランテ ィア

と して活動 しています。

(5)子 供 と本 を結ぷための活動

・市 内図書館 6館 で、幼児・′Jヽ 学生向けのおはな し会 を定期的に開催 しています。

・ 毎年、外部講 師に よるおはな し会 を市 内図書館 で開催 しています。

・ 市 内各図書館 が館 内で展示 コーナー を設 け、子供 たちに本 と出会 う機 会 を提供

しています。

16)講 演会等の開催 による啓発活動

。子供 の読書活動推進 のため、絵本作家 に よる講演会や人形劇 を毎年 開催 してい

ます。 また、平成 24年度 よ り、岩 国基地 内講 師に よる英語でお はな し会、手作

り絵本教室等 、小学生向けの講座 を開催 しています。

(7)乳幼児サー ビスの充実

・ 市内図書館 5館 で、乳幼児 向けのお はな し会 を定期的に開催 しています。 平成

22年 度 よ り、乳幼児 向けのお はな し会 の実施 回数 が増加 しま した。

・ 市内供用会館等 にて行 われ る乳幼児学級 で出前おはな し会 を実施 しています。
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第 3章  第二次計画期間にお ける取組 。成果

。中央図書館 では、毎月第 2・ 4木 曜 日の 10時 か ら 12時 までの 「乳幼 の 日
本2

」

に合 わせ て、お はな し会や わ らべ うたの行事 を開催。親子が利用 しやす い環境

づ く り整備 に努 めています。

・ 平成 23年度 よ り、関係課や ボ ランテ ィア と岩 国市ブ ックスター ト事業・3を 実施。

岩 国市保健セ ンター・ 玖珂保健セ ンター の 1歳 6か月児健診会場 にて、乳幼児

と保護者一組 一組 に、絵本 の読み聞かせ とともに絵本 。バ ッグ・ おすす めブ ッ

ク リス ト・ 子育て支援情報等 を提供 しています。

181 自動車 図書館 の巡 回                        .
自動車図書館 は、中央図書館発 と周東図書館発 の 2台 に よ り、小学校 24校 、幼

稚園 1園・録育所 4所 。こ ども館 (平成 25年 9月 まで運行 )等 を巡 回 していま

す。ステー シ ョンの公募 に よ り、平成 26年度 よ り美和西小学校への運行 が始 ま

りま した。 コー スの見直 しに よ り美川 。本郷地 区への運行 を開始す るな ど市域

を広 くカバー し、 よ り利用者 の身近 に本 のある環境 を整 えています。

191 障が いの ある子供たちへのサー ビス

・ 市 内総合支援学校や特別支援学級 の児童生徒 の体験実習 を受 け入れ た り、施設

見学・お はな し会 を実施 した りしています。

・ 布絵本や点字絵本 の コーナー を設置 し、貸 出 しを行 つています。 また、ボ ラン

テ ィアに よる布絵本 の製作や 、絵本 を点訳 して点字 シール を貼 り付 け ることに

よ り、資料 の充実 を図つています。

10 外国人の子供たちへのサー ビス

・外国語の絵本 コーナーを設 け、その収集に努 めています。平成 22・ 23年度 は、英

語版絵本 のほか、韓 国語版 、 中国語版 の絵本 も購入 しま した。

“

1)ヤ ングアダル トコーナーの充実

中央図書館 のヤングアダル トコー ナー41で
は、主 に 中高校生 に向けて作成 され た

aβ

図書を収集 し、設置 しています。また、毎月の新刊案内の掲示 と本の展示によ り、

情報提供 を しています。

情報提供

・子供向け広報誌『 こどもとしょかんだより』を隔月発行 し、市内小学校へ配布

しています。また、『 新一年生にすすめる本』、『 夏体みに読んでみま しょう』(小

学生向け 。中学生向け)、『 おすすめ絵本 1～ 3才 向け』など、各年齢 を対象 と

したブ ック リス トの作成・配布を しています。

・ 図書館ホームページに 「こどものページ」 と「こどもの読書支援」のペー ジを

作成 しま した。

子供連れで来館 しやすい図書館づ くり

。平成 22年度、『 ちいさいお子 さん連れの方のための図書館利用案内』作成。平

成 23年度 より、ブ ックスター トでも配布 しています。

・中央図書館で実施 している「乳幼児の 日」を平成 24年度 より月 1回 か ら月 2回

に拡大 しま した。

その他

。平成 24年 度は、読書週間中に市内図書館全館にて「家読 (う ちどく)キ ャンペ

ー 8-

131
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第 3章  第二次計画期間 にお ける取組・ 成果

― ン」 を実施。 うちどくノー ト手5を 配布 し、家庭での読書習慣の推進に努めま

した。その継統企画 として、「我 が家 のおすす め本」を募集 し、図書 と推薦文 を

中央図書館 にて展示 しま した。    .

学1絵
本 の長期貸 出 :市 内の幼稚園・保 育所 を対象 と した貸 出期 間を 1年 と した団体貸 出制度。平成 16年 3

月 に策定 され た 「岩 国市子 どもの読書活動推進 計画Jに 基づいて、すべての子供 たちが 自由に本 と出会 う

こ とがで きる環境 を整備す るために平成 16年 に開始 しま した。
■2乳

幼児 の 日:親 子連れ で気軽 に利 用で きるよ う、平成 17年 10月 か ら市中央図書館 にお いて設 けてい ます。

現在 は、第 2・ 第 4木 ll醒 日の 10100～ 121001こ 実施。 「ちい さい子のためのおはな し会」や 「わ らべ うた J

な どの乳幼児 向け行 事や 、他 の利用者に理解 を促す周知 を行 つています。
43岩

国市 ブ ンクスタ~卜 事業 :ブ ックスター トとは、子供 と保護者 に絵本 をひ らく楽 しい体験 と一緒 に絵

本 を手渡 し、心触れ合 うひ とときを持つ きつか けをつ くる活動。岩 国市は、子供の心豊かな成 長 を願 つて

平成 23年 7月 13日 よ リブ ックスター ト事業 を開始。 市民ボランテ ィア と健康推進課 。こ ども支援課・ 生

涯学習課 。中央図書館・ 高齢障害課等が連携 し、 1歳 6か月児健診終 了後 、一組一組 の親子 に絵本 の入 つ

たブ ックス ター トパ ックをメ ンセ~ジ とともに手渡 してい ます。

・1ヤ ングア ダル トコーナー :主 に 10代 の読者 あるいは利用者 を、児童 と成 人の 中間に位 置 し独特の配慮 を

要す る利用者層 とし、 この年齢層 に向けた本 を集 めた特設 コーナー。
キ5ぅ

ち どくノー ト :家 読 (う ち どく=家 庭読書の略語)を 推進す るために、平成 24年 度 に読書週間の企

画 と して岩 国市図書館 で作成 した読書記録 ノー ト。 家族 で、夫婦 で、 1人 で、 とさまざまな シー ンに対応

で きるよ う4種類 を作成 しま した。
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5 連携のための取組 。成果

側)小 学校 B中 学校・ 高校 図書館部会 と学校教育課 、市 図書館 を交 えた連絡会

・ 中学校 図書館部会 と中央図書館 で連絡会 を実施。平成 25年度 は、小学校 図書館

部会 での図書修理研修へ図書館職員 を講師 として派遣 しま した。

121 関係各課 による子供の読書活動推進 に関す る活動 について、情報の共有 と協 力

を図 るためのネ ッ トワー ク確立 を図 る

。子 どもの読書活動推進計画検証会議 を、年 1回 開催 しま した。関係各課が集 ま り、

計画の実施状況等について報告、検証 し、子供の読書活動推進に関す る情報交換 を

行いま した。

131 行事や研修会等の共 同開催

。平成 21・ 22年度 は、中央図書館 にて中学校 図書館 部会 の研修 を兼ねた講演会 を

共 同開催 しま した。

141 子供の読書活動 に関わ るポ ランテ ィア 。民間団体 。書店 日PTA等 との協働

。中央図書館発行 のブ ック リス トを市内書店 に配布 しています。

・ 平成 22年度 に読み開かせ ボ ランテ ィア交流会 を実施 しま した。

15)子 供の読書活動 に関わ るすべ ての関係機 関 日関係 団体が読書活動の推進 を図 り、

情報 を共有す るための推進体制の整備

・ 生涯学習市民講座 イカル スの読み開かせ講習会へ 中央図書館 か ら講師 を派遣 し

ま した。

・ 子育て支援事業の一環 として読書活動 の推進 を図 るため、各地 区乳幼児学級 で

のお はな し会へ図書館職員 を講師 と して派遣 しま した。

。こども支援課発行 の子育て支援 カ レンダー に図書館 でのおはな し会や子供 向け

行事の 日程 を掲載 しています。

・平成 23年 7月 よ り、関係 各課 とボ ランテ ィアが連携 してブ ックスタ‐ 卜事業 を

実施 しています。 また、岩 国市ブ ックス ター ト事業運営協議会 を毎年 開催 して

います。

。「岩 国市子 どもの読書活動推進計画 (第 二次 )」 に基づいて、前年度子供 の読書

環境整備 のため取 り組 んだ さま ざまな活動 をパネル等 に して、岩 国市役所及 び

中央図書館 で展示 しま した。
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第 3章  第二次計画期間にお ける取組・ 成果

参 考資料  第 二次期 間 にお け る方策 の数値 目標 達成状況

(平成 26年度は、未集計部分あり)

(1)家庭・地域における子供の読書活動の推進

O読書活動に関する情報提供と理解の促進

指標  『 いわくにつこ』における関連記事の取扱数 〔生涯学習課〕

指標  子育て支援セ ンター における毎月のお た よ りの発行回数

〔こ ども支援課〕

年  度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

目 標 12 12 12 13 13

実 、績 12 12 12 12

O読み開かせ等 の読書活動 の充実

指標  子育 て支援セ ンター にお ける絵本 の読み 開かせ 、お はな し会等 の活動

〔こ ども支援課〕

年   度 22年度 23年度 24年度 25年 度 26年度

目標 回数 335 335 338 338 340

実施 回数 283 286 278 275

目標人数 13,790 13,820 13,850 13,850 13,880

参加 人数 11,380 12,706 12,919 11,897

修)幼 稚 園・ 保 育所 にお け る子供 の読 書活動 の推進

O幼 稚園教諭や保育士の研修への積極的参加

職員研修の場へ積極的な参加に努めます。

指標 研修回数 〔こども支援課〕

年  度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

目 標 8 8 8 9 9

実  績 3 l 4 7

年 度 22年度 23年 度 24年度 25年度 26年度

目標数 (幼 稚 園 ) 45 45 48 48 48

実施数 (幼 稚 園 ) ※ ※ ※ ※

目標数 (保 育所 ) 8 10 10 12 12

実施数 (保 育所 ) 8 2 10 8
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第 3章  第二次計画期間にお ける取組・成果

O保護者 に向けた啓発活動 の充実

指標  園だ よ りな ど広報 による情報提供 発行回数 〔こども支援課〕

指標 保護者 向け啓発活動 実施 回数 〔こども支援課〕

※ 。・・ 未集計

13)学 校 にお け る子供 の読 書活動 の推進

O教員による読書指導の充実

全校一斉読書活動の充実

指標 全校一斉読書活動実施公立小中学校数 〔学校教育課〕

O学校 図書館蔵書の充実

指標  学校 図書館 図書標 準 を満 た した公 立小 中学校数 〔学校教 育課〕

年  度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

目 標 33 36 39 42 45

実  績 25 29 34 30

O魅力 ある学校 図書館 の運営

学校 図書館 の広報活動

指標  図書委員会だ よ り、図書館 だ よ り等 を発行 してい る公 立小 中学校数

〔学校教育課 〕

年  度 22年度 23年度 24年度 25年 度 26年度

目 標 21 23 25 27 29

実  績 26 23 24 28

年 度 22年度 23年度 24年 度 25年度 26年度

目標数 (幼 稚 園 ) 110 110 115 l15 120

実施数 (幼 稚 園 ) 185 234 279 318

目標数 (保 育所 ) 100 100 105 105 110

実施数 (保育所 ) 185 234 279 318

年 度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

目標数 (幼 稚園 ) 150 155 155 158 158

実施数 (幼 稚園 ) ※ ※ ※ ※

目標数 (保育所 ) 20 20 23 25 25

実施数 (保育所 ) 76 73 127 53

年  度 22年度 23年度 24年 度 25年度 26年度

目 標 52 52 52 52 52

実  績 49 46 48 47

学校数 54 52 52 51
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第 3章  第二次計画期間にお ける取組 。成果

児童 。生徒 の興味関心 を高める学校 図書館 の運営

指標  推薦 図書や話題書 コーナー な どを設置 してい る公 立小 中学校数

〔学校教育課〕

年  度 22年 度 23年度 24年度 25年度 26年度

目 標 35 37 39 41 43

実 績 52 48 34 47

ヽ

O図 書館 、地域 との連携

指標  読書活動 に関わ るボ ランテ ィアを受 け入れ てい る公 立小 中学校数

〔学校教育課〕

年  度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

目 標 25 27 29 31 33

実  績 24 27 27 30

14)公 立 図書館 にお け る子供 の読書活動 の推進

○資料の充実

指標 児童書購入冊数 〔中央図書館〕

年  度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

目 標 7,000 7,100 7,200 7,300 7,400

実  績 10,216 7,757 8,175 10,027

O団 体貸 出制度 の充実

幼稚 園・ 保育所へは長期貸 出サー ビスを継続 して行 います。

指標 貸 出件数及び冊数               〔中央図書館 〕

年  度 22年 度 23年 度 24年度 25年 度 26年度

目標 件数 18 19 20 21 22

実績件数 19 20 24 28

目標 冊数 3,000 3,200 3,300 3,400 3,500

実績 冊数 3,430 3,743 4,550 5,261

○お はな し会 ボ ランテ ィアの養成・ 育成

指標  講座 回数 〔中央図書館〕

年  度 22年 度 23年度 24年度 25年 度 26年度

目 標 2 2 2 2 2

実  績 2 2 2 2 2
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第 3章  第二次計画期間にお ける取組・成果

O子供 と本 を結ぶ ための活動

指標  おはな し会等 の活動

○乳幼児サー ビスの充実

指標  乳幼児 向けお はな し会等の活動

O外国人の子供 た ちへのサー ビス

指標 外 国語資料購入冊数

○ヤ ングアダル トコーナーの充実

指標  ヤ ングア ダル ト図書購入冊数

〔中央図書館 〕

〔中央図書館〕

〔中央図書館〕

〔中央図書館〕

年  度 22年度 23年度 24年 度 25年度 26年度

目標 回数 190 192 194 195 196

実施 回数 201 189 165 160

目標 人数 2,900 2,910 2,920 2,930 2,940

参加 人数 2,234 2,070 と,772 1,789

年  度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

目標 回数 57 58 59 60 61

実施 回数 69 83 87 88

目標 人数 1,415 1,420 1,425 1,430 1,435

参加 人数 1,750 1,706 2,157 1,846

年  度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

目 標 10 10 10 10 10

実  績 42 16 26 42

年  度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

目 標 500 500 500 500 500

実  績 352 337 374 367
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第 4章  計画の内容

第 4章  計画の内容

1 子供 の読書活動推進 のた めの施策

(1)家 庭・地域 にお ける子供 の読書活動 の推進

子供 の読書習慣 は 日常の生活 を通 じて形成 され るもので あ り、読書が生活 の 中

に位 置付 け られ継続 して行 われ る必要があ ります。

まず 、保護者 が配慮・ 率先 して子供 の読書活動の機会 を充実 させ る とともに、

読書活動 の習慣化 に積極的な役割 を果た してい くことが肝要です。 そのために、

家庭 においては、読み聞かせ を した り子供 と一緒 に本 を読んだ り図書館 に出向い

た りす るな ど、子供 が読書に親 しむ きつかけの工夫や読書へ の興味や 関心が高ま

るよ う、保護者 の読書活動 に対す る理解 の促進が重要です。 また、就寝前 の絵本

の読み聞かせや児童・ 生徒 とともに保護者 も読書の時間を設 けることな ど、家庭

で読書活動 を実践 してい くための啓発活動や情報提供 を行 います。

地域 においては、子育て支援拠点である子育て支援セ ンターや 、住 民に とつて

身近 な社会教育施設 である公 民館等 で、子供 の読書活動 を進 めるための さま ざま

な事業が行 われ ています。 また、子育てサー クル 、放課後子供教室、放課後児童

教室等子育て関係 団体や事業 において も、子供の読書活動 を進 めるための乗境 が

整 え られつつ あ り、引き続 き、家庭や地域の関係 団体等の連携 に よ り、子供 の読

書活動が一層推進 され てい くよ うに努 めます。

【 岩 国市の現状 と課題  】

ア ンケー ト結果 (資 料編 1)に よる と、岩 国市 においては、普段 か ら保護者 が

子供 に紺 して読み聞かせ を行 う家庭 が約 64%あ り、前回調査 よ り 1割程度減少

しています。そのため、効果的 な読書活動 を進 め るための情報提供等 を行 うこ と

が、家庭 にお ける読書活動推進 の課題 の一つ とな ります。

一方 、地域 においては、子育 て支援セ ンターや公民館等の施設 で、子供の読書

活動 の推進 に関す る事業が、行政や 民間の関係 団体等で実施 され てい るほか、ボ

ランテ ィアの運営 に よる 3つ の地域文庫 と 2つ の私設 文庫 (家庭 文庫 )に よ り、

本 の貸 出 しやおはな し会等の地道 な活動 が続 け られています。子供 の読書活動 を

一層推進 してい くため、こ うした事業や活動 を、対象者 である子供や保護者 に周

知徹底 してい くことが、地域 にお ける読書活動推進 の課題 の一つ とな ります。

そ こで、今後、家庭・地域 にお ける子供め 読書活動 をよ リー層推進 してい くた

めに、 こども支援課 、健康推進課 、教育セ ンター 、生涯 学習課 、 中央図書館 等 、

関係 部署が連携 して、家庭や 地域 において、積極 的に子供 の読書活動 を進 めてい

け るよ うな機運 を盛 り上 げる施策 を推進 していかなけれ ばな りませ ん。

また、行政 が地域 の関係 団体等 と連携 しなが ら、さま ざまな場所 で気軽 に子供

の読書活動 を進 めていけ るよ う、各地域 にお けるハー ド・ ソフ ト両面での環境整

備 や広報活動 の充実 を行 つてい くことが必要 とな ります。
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第 4章  計画の内容

【 目 標 】

① 家庭における読書習慣の形成

② 地域における読書活動の推進

【 方 策 】

① 家庭での読喜活動の実践  〔生涯学習課〕〔中央図書館〕

子供に読書活動の楽 しさや、読書によつてもた らされる豊かな心を育む時

間を家庭で分かち合 うことを大切に します。 さまざまな機会を利用 して、保

護者 自身が読書に親 しみ、その楽 しさを伝 えた り、家族が一緒に本を読む時

間をつ くった りす るような呼びかけを行います。

また、子育て学習会を通 じて、保護者が子供の読書の喜び と必要性 を感 じ、

読書習慣 を身につけることができるような啓発を行 うことによつて、家庭で

の読書活動を促 します。

② 読書活動に関する情報提供 と理解の促進

〔こども支援課〕〔健康推進課〕〔生涯学習課〕〔中央図書館〕

保護者に、読書の重要性 を認識 し、理解 を深めてもらうとともに、子供の

読書活動を推進 していくための情報提供 を、こども館等が発行す る情報紙や

『 いわ くにつこ』等の各種のお知 らせやインターネ ッ ト等を通 じて行 うほか、

子育て支援センターなど子育てに関係す る機関が協力 して、読書活動の重要

性 を啓発 し、読書活動への理解 を促 します。

指標  『いわくにつこ』における関連記事の取扱数 〔生涯学習課〕

年  度 現状 (H25) 27年 度 28年度 29年 度 30年 度 31年度

目 標 7 9 9 9 9 9

指標  子育て支援セ ンターにおける毎月 のお た よ りの発行回数

〔こ ども支援課〕

年  度 現 状 (H25) 27年 度 28年 度 29年 度 30年 度 31年度

目 標 12 12 12 12 12 12

③  読み聞かせ等の読書活動の充実

〔こども支援課〕 〔健康推進課〕 〔生涯学習課〕

子育て支援セ ンターや公 民館等の施設 において、市民活動支援セ ンター *登

録 団体や学校 な どで活動 してい る民間読書 ボ ランテ ィア団体等 の読み 聞かせ 、

読み あいやおはな し会 な どの活動 を支援す ることによ り、地域 にお ける読書活

動 を推進 してい きます。また、子育て 中の親子 な どが よ く利用す る施設等 に児

童図書 を備 え付 け、あ らゆる機会 を利用 した読み聞かせ等 を実施 して読書活動

の充実に努 めます。
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第 4章  計画の内容

指標  子育て支援セ ンター にお ける絵本 の読み開かせ 、おはな し会等 の活動

〔こども支援課〕

年   度 現状 (H25) 27年 度 28年度 29年度 30年 度 31年 度

目標 回数 275 300 300 310 310 320

参加人数 11,897 12,000 12,000 12,100 12,100 12,300

④ 子育てサークル等の取組の促進

〔こども支援課〕〔生涯学習課〕〔中央図書館〕

行政の関係機関が連携 して、ブ ックリス トやイベ ン ト情報等の提供や啓発活

動を通 じ、子育て関係サークル、放課後子供教室、放課後児童教室において、

おはな し会等の読書活動が推進 され るよ う促 します。

・ 市民活動支援セ ンター :市 民が参加す る地域づ くり 。まちづ く りとい つた コ ミュニテ ィ活動や ボ ランテ ィア

活動、スポー ツ・ 文化活動等 に対 し、その活動 をよ り充実 させ るための情報収集や提供 、相談等の支援 を行 う

ところ。 いわ くに市民活動支援 セ ンターは、岩 回中央公 民館 3階 にあ ります。
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第 4章  計画の内容

121 幼稚園・保育所における子供の読書活動の推進

幼稚 園教育要領 (平成 20年 3月 文部科学省制定)や保 育所保 育指針 (平成 20年

厚生労働省告示第 141号 )で は、「絵本や物語 な どに親 しみ、興味 を持 つて聞 き、

想像 をす る楽 しさ味わ う。」 とい う内容が示 されています。

また、子供 の読書習慣 の形成 には、乳幼児期 にお ける絵本や物語 に親 しむ活動 の

充実 とそのための乗境整備 が非常に重要です。

幼稚 園教諭・保育士及び友達 との コ ミュニケー シ ョンや遊びの中で本 と出会 う機

会 を作 ることに よつて本への興味 を引き出す ことがで きます。特 に保育の場 では仲

間 とともにおはな しの世界 を楽 しむ体験 には家庭 での一対―の読み あい とは異 な

る価値 があ り、子供 の心の成長 に とつて貴重 な ものです。

そ こで、幼稚 園・保 育所 においては、未就 園児 も対象 に入れ 、乳幼児期か ら本 と

触れ合 うきつかけづ く り等の取組 の充実 を図 ります。

【 岩 国市の現状 と課題  】

幼稚園・ 保育所 では乳幼児期 にお ける絵本 の読み語 りの重要性 が十分認識 さ

れ 、 日常的に絵本や紙芝居等 のおはな し会が行 われています。 また、園か らの

絵本 の紹介 な ど読書に対す る関心 を高めて も らうために、保護者 に向けての啓

発 も行 つていますが、まだ、十分 には絵本 に対す る重要性や楽 しさを知 らせ る

こ とはで きていませ ん。保護者 の絵本 に対す る意識や知識 を高め、一緒 に読書

を楽 しむ ことの重要性 を知 らせ る手段 を検討す る必要があ ります。

日常の園での生活 、行事や遊びの 中に絵本 を取 り入れ る工夫 を して本 の面 白

さ、楽 しさを実感 できるよ うな環境 を整 えてい く取組 が大切 です。 また、その

ために、幼稚 園教諭・ 保 育士が研修等 に参加 して技能 を高め るよ うな取組 を し

てい く必要があ ります。

【 目 標 】

① 幼稚園・保育所での本 とふれあ うきつかけづ くり

② 幼稚園教諭・保育士の積極的な研修への参加

③ 読書の重要性について家庭への理解の促進

【 方 策 】

①  幼稚園・保育所でのおはな し会活動の充実  〔こども支援課〕〔学校教育課〕

日々のおはな し会を通 じて子供が読書の楽 しさと出会 うきつかけづ くりを

促進 します。発達段階や障がいのある子供の状況に応 じた図書の充実を図る

とともに、子供たちが落ち着いて本に触れることができるよ うなスペースが

確保できるよう促 します。

② 幼稚園教諭・保育士の研修への積極的な参加
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第 4章  計画の 内容

職員研修 の場へ積極的 な参加 に努 めます。

指標  幼稚園にお ける研修 回数

(幼 稚園関係研修・ 園内研修等 の延べ人数 )

指標 保 育所 にお ける研修 回数

(保 育士会 。自主研修 。各園での研修等の延べ人数 )

年  度 現状 (H25) 27年度 28年 度 29年 度 30年度 31年 度

目 標 数 10 12 13 13 14 14

参加 人数 350 386 400 400 436 472

③  保護者に向けた啓発活動の充実  〔こども支援課〕〔学校教育課〕

乳幼児期か ら絵本や物語に親 しむことの大切 さを理解 し、関心を高めるた

め、絵本の紹介・絵本の貸出 し。おはな し会の開催・子育て支援教室の開催・

参観 日・ 園だよりを通 じて情報提供を行 うな ど、家庭における読み聞かせの

実践に役立つ ような保護者向けの啓発活動を進めます。

指標  園だ よ り等 に よる情報提供  発行 回数

(園 だ よ り 。クラスだ よ り・ ○○通信等 )

指標 保護者 向け啓発活動 実施 回数 (OO歳 の会・ 〇〇支援教室等 )

年  度 現状 (H25) 27年 度 28年 度 29年 度 30年 度 31年 度

目 標 数 18 20 20 21 21 22

参加 人数 126 150 150 174 174 198

年 度 現状 (H25) 27年 度 28年度 29年 度 30年 度 31年度

目標数 (幼 稚 園 ) 293 300 320 340 360 380

目標数 (保育所 ) 280 300 300 320 320 340

年 度 現状 (H25) 27年 度 28年度 29年 度 30年 度 31年度

目標数 (幼 稚 園 ) 267 270 275 280 285 290

目標数 (保育所 ) 53 60 62 64 64 64

※ 平成 25年度

平成 26年度

平成 27年度

幼稚園 24園 うち認 定 こ ども園
+3園  保 育所 32所

幼稚園 24園 うち認 定 こども園 6園  保育所 33所

幼稚園 24園 うち認 定 こども園 7園 (予 定)保育所 33所

・認 定 こど も園 :保 育所及び幼稚園における小学校就学前の子供 に対す る保 育及び教 育並びに保護者 に対す る子

育て支援 の総合的 な提供 を行 う施設 で、都道府 県知事が条例 に基づ き認定 します。親 が働 いてい る 。いないに

かかわ らず利用 できる施設 です。
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13)学校 にお ける子供 の読書活動 の推進

子供 の よ りよい読書習慣 を形成 してい く上で、学校 の担 う役割 は一層重要 にな

っています。

「学校教育法」 (昭 和 22年法律第 26号 )第 21条 第 5項 においては、義務教育 と

して行 われ る普通教育の 目標 の中に、「読書に親 しませ 、生活 に必要な国語 を正 し

く理解 し、使用す る基礎 的 な能力 を養 うこと」が規定 され ています。 また、平成

20年及 び 21年 に公示 され た学習指導要領 において も、各教科等 の学習 を通 じ、記

録 、説 明、批評 、論述 、討論等 の言語活動 を充実す ることが示 され 、 この よ うな

活動 の基礎 と しての読書活動 の充実が一層求 め られ ています。

山 口県 においては、「山 口県子 ども読書活動推進計画 (第 3次計画 )」 で、学校

の取組 として、朝の読書活動等の一斉読書活動の奨励 、小学校 にお ける読書習慣

の定着のための 「『 食事、運動・遊び、読書』 90日 元気手帳」・1の 活用等 に よる読

書指導の充実、新聞の配備 を含 めた学校 図書館 の整備・充実、司書教諭
*2及 び学校

司書
*3の

配置 と資質 の向上 、地域や 民間団体 による学校 支援 、障がいのある子供 の

読書活動 の推進等の取組 を通 して、学校 にお ける読書活動 の一層 の充実を図つて

い くこととされ ています。

この よ うに、子供一人ひ と りの読書活動 を支援 し、読書指導 を充実す るために

は、読書の量 を増やす こととともに、その質 を高 めてい くことが必要です。 その

ために、積極 的な環境整備や学習指導要領 の趣 旨を踏 ま えた指導の充実に、学校

全体 での組織 的な取組 を推進 していきます。

【 岩 国市の現状 と課題  】

子供 の よ りよい読書習慣 づ く りのために、小 中学校 においては、全校 、学年 、

学級等 において、一斉 での読書時間を設 けた り、各教科等の学習 において、学

校 図書館 の資料等 を活用 した調べ学習 を取 り入れ た りす るな ど、学校 の教育活

動全体 を通 して、子供 が本や 図書館 に親 しむ機会 を増やす取組 を進 めて きま し

た。 また、学校 図書館 へ の新 聞の整備 について も公 々に広がって きてお り、 よ

り幅広い資料活用が可能 になつて きま した。

特別支援学級 にお け る読書指導 について も、児童生徒 の実態 に応 じた選書や 、

読み聞かせ 、読書指導が行 われています。

小 。中学校教職員 の研修組織 である岩 国市・ 和木町教育研 究会 の学校 図書館

部会 において も、読書感想 文・ 感想画 コンクール の開催 等の活動 を通 して、読

書活動 の啓発 に努 めてい ます。

この よ うな、諸活動 を通 して、主体的に読書 に取 り組み 、 よ りよい読書習慣

の形成 を図 るための、読書指導の一層 の充実が期待 され る ところです。

子供が 自ら学び を進 めることのできる場 として、 また、学習情報セ ンター と

して、学校 図書館 の機能 を強化す るために、学校 図書館 の図書整備 に努 めて き

ま した。

学校 図書館 図書標準判を達成 してい る学校数 は、平成 26年度 当初で、小学校
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34校 中 21校、中学校 15校 中 9校 、計 30校 と伸 びてお り、一層 の充実 を図 つて

いきたい と考 えています。

図書委員会だ よ りや 図書館 だ よ り等 の情報発信や 、子供 の主体的 な取組 によ

る読書活動推進 をは じめ、司書教諭 の発令、読書活動推進員の配置等 に よ り、

魅力 ある学校 図書館 の運営 を進 めて きま した。

12学級以上の学校 で発令 され て きた司書教諭 については、現在 H学 級以下の

学校 での発令 も進 んでお り、学校 図書館 の計画的な運営が進 んで きています。

読書活動推進員 は、平成 26年度 10名 を小学校 17校 に配置 してお り、話題 図

書・推薦 図書 コーナーや関連 図書 コーナー 、ポ ップづ くり等の創意 工夫 ある取組

に よ り、子供 の興味関心 を高 め、何度 も利用 した くな るよ うな環境 づ く りが進

め られ ています。

司書教諭 の発令 の促進及び読書活動推進員の増員 を図 り、魅力 ある学校 図書

館づ く りの一層 の推進 を図 る とともに、研修機会 を充実 させ 、質的 な向上 を図

ってい くことも重要にな ります。

また、マル チメデ ィアデイ ツー図書・5等 、新 たな情報媒体 に対応 した読書環境

の整備 について も計画的な取組 が必要 と考 えています。

コ ミュニテ ィ・スクール *6ゃ
地域協 ネ ッ ト*7の

推進 を通 して、地域 とともに

ある学校づ くりが推進 される中、学校の読書活動への地域人材の参画が進んで

きています。子供への読み聞かせ等の活動にとどまらず、蔵書の管理や修繕、

運営等への積極的な参画 も増えてお り、本や学校図書館に親 しむ機会が充実 し

てきています。

地域の学校 として、学校 。家庭 。地域が一体 となつた学校図書館運営や読書

活動の充実を一層進め、生涯にわたる読書習慣の形成 を図つていきたい と考え

ます。

・ l『
食事 、運動・ 遊び、読書』 90日 元気手帳 :子 供 たちが主体的 に 「食事」「運動・ 遊 び J「 読書」に

取 り組む ことに よ り望 ま しい生活習慣 を身 に付 けてい くこ とを 目指 して、山 口県教育委員会が県内の

全 ての小学生 を対象 に作成 した手帳 です。
■2司

書教諭 i学 校図書館法に規定 され た、司書教諭 の資格 を持つ教諭 です。校 内において、学校 図書

館 の機能 を教育課程 に位 置付 ける中核的役割 を担 い ます。
*3学

校 司書 :学 校 図書館の運営の改 善及 び向上 を図 り、児童又は生徒及 び教員 による学校 図書館 の利

用の 一層 の促進 に資す るため、専 ら学校図書館 に関す る業務 を担 当す る、教員 を除 く常勤又は非常勤

の職 員です。
ホ1学

校図書館 図書標 準 :各 学校 の学級数 に よつて定め られ た学校図書館 に整備すべ き蔵書の標 準冊数

です。
■3マ

ル チ メデ ィアデ イ ジー図 書 :デ イ ジー (DAISY)と は 、ュigital ttcceSSible ttnfOrmation ttYstem

の略 で、視 覚 障 害者 や 普 通 の 印刷 物 を読 む こ とが 困難 な人 々の た めに カセ ッ トに代 わ るデ ジ タル 録 音

図 書 の 国際標 準規格 と して、開発 と維 持 が行 われ てお り、 専用 の機 械 や パ ノコンに ノフ トウェア をイ

ンス トー ル して再生 をす る こ とが で きます 。
■6コ

ミュニ テ ィ・ ス クール :学 校 と保護 者 や 地 域 住 民 が共 に知恵 を出 し合 い 、学校 運 営 に意 見 を反 映

させ 、協働 しな が ら子供 た ちの 豊 か な成 長 を支 え る仕組 み です。
■7地

域 協 育 ネ ッ ト :子 供 た ちの 育 ちや 学 び を地域 ぐるみ で 見守 り、支援 す るた めの 中学校 区 を一 ま と

ま り と した仕組 み です。
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【 目 標 】

① 読書活動 。学習活動の充実

② 学校図書館蔵書の充実

③ 魅力ある学校図書館の運営

④ 図書館 。地域との連携

【 方 策 】

① 教員による読書活動の充実  〔学校教育課〕

子供一人ひとりが適切な時期に適切な本に出会うとともに、全校一斉での

読書活動や、学校図書館や学級文庫を利用した学習活動等、本に触れること

のできる場づくりを進めます。

全校一斉読書活動 の充実

指標 全校 一斉読書活動実施公立小 中学校数

年  度 現状 (H25) 27年 度 28年 度 29年 度 30年 度 31年度

目 標 48 49 49 49 49 49

② 学校図書館蔵書の充実  〔学校教育課〕

児童生徒 自らの学びを進める場 として、また、学習情報センター として、

学校図書館の機能を十分発揮す ることができるよ う、図書の整備 を図 ります。

学校 図書館蔵 書の充実

指標  学校 図書館 図書標 準 を満 た した公立小 中学校数

年  度 現状 (H25) 27年 度 28年 度 29年 度 30年 度 31年 度

目 標 30 34 38 42 46 49

③ 魅力ある学校図書館の運営  〔学校教育課〕

子供たちが思わず立ち寄 りたい、利用 したい と思える学校図書館の運営を

目指 します。

学校 図書館 の広報活動

指標  図書委員会 だ よ り、図書館 だ よ り等 を発行 してい る公 立小 中学校数

児童生徒の興味関心を高める学校図書館の運営

指標 推薦図書や話題書 コーナー等を設置 している公立小中学校数

年  度 現状 (H25) 27年 度 28年 度 29年度 30年 度 31年 度

目 標 30 34 38 42 46 49

年  度 現状 (H25) 27年 度 28年 度 29年度 30年 度 31年度

目 標 48 49 49 49 49 49
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④  図書館、地域との連携  〔学校教育課〕〔中央図書館〕

『岩国市図書館サービスハンドブック』等の活用促進を通して、図書館と

の連携を図ります。また、学校の読書活動や学校図書館運営等への地域人材

の参画を通して、学校・家庭・地域が一体となつて子供の読書習慣の形成を

図ります。                     (

図書館、地域 との連携

指標 読書活動に関わるボランティアを受け入れている公立小中学校教

年  度 現状 (H25) 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

目 標 31 34 38 42 46 49

※ 平成 26年度 公立小中学校数 小学校 34校、中学校 15校 、計 49校
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條)公 立図書館 にお ける子供 の読書活動 の推進

図書館 は、子供 が 自由に読書 をす るこ とを保 障 し、地域 にお ける子供 の読書活

動推進 の中核 的な役割 を担 つています。

市図書館 では、市内すべての子供 が、読みたい本 を手 に取 ることがで きるよ う、

7図 書館 、 1分室 と自動車図書館 2台 、 2箇 所 の サ ―ビスポイント・lで
、市 内全域

サー ビス を行 つています。

子供 の豊 かな読書体験や 、継続 的 に読書 に親 しむ機 会 を提供す るため、施設整

備や 図書資料 の充実 を図 り、本選びや調 べ物 をサ ポー トす る児童サー ビスのため

の専門的職員 (司 書)を 配置 し、催 しや読書推進 の広報等 を行 います。

また、子供 の読書習慣形成 に重要な役割 を担 う保護者 のために、子供 と一緒 に、

あるいは、自分 自身で、読書 を楽 しむ きつかけづ くりに努 めます。 さらに、学校・

幼稚 園・保 育所 、読書活動 に関わ るボ ランテ ィア、関係機 関等 と連携 を深 め、地

域の読書活動 の推進 に努 めます。

【岩 国市 の現状 と課題 】

市図書館 では、児童サー ビスの重要性 を認識 して、さま ざまな事業 を展 開 して

きま した。おはな し会の実施 、各種講演会・ 講座 の開催 、ブ ック リス トの作成配

布 な どに よつて、子供 たちに読書の楽 しさ、大切 さを伝 えています。館外へ も出

向き、乳幼児学級等 でおはな し会 を実施 し、本 の魅力 を伝 える とともに、図書館

の利用 を促 しています。類縁機 関への支援 と して、幼稚園・保育所へ絵本 の長期

貸 出サー ビスを実施 しています。市 内小 中学校 に配布 してい る『 岩 国市図書館 サ

ー ビスハ ン ドブ ック』は、新 たに 「幼稚 園・保 育所 向け」 と「高校 向け」 を作成

し、学校や幼稚 園・ 保 育所 の図書館利用 を促 しています。

また、市内全域へ のサー ビス と して、図書館未設置地域である美川・本郷地区

には、サー ビスポイ ン トでの資料提供 のほか、自動車図書館 の巡 回 も開始 しま し

た。 そ して平成 26年度 には、本郷ふ る さと交流館 の図書室開設 に係 る支援 を し

ま した。今後 は、サー ビスの存続 のために老朽化 した 自動車図書館 の更新 が必要

となつて きます。

さらに、平成 23年 7月 には、ブ ックスター ト事業 を開始 し、全ての子供 が本

と出会 える機会 を設 けま した。 この事業 を通 して、保護者 の方が、小 さい子供 も

本 に興味 を持つ ことを知 る良い機 会がつ くられています。また、中央図書館 に授

乳 室 を設 けた り、『 ちい さいお子 さん連れ の方 のための図書館利用案 内』 を配布

した り、ハー ド面 。ノフ ト面での整備 を進 めています。

今 回行 つた児童・生徒 向けア ンケー ト調査 では、「読書が好 き」 と回答 してい

る子供 が小学生か ら高校生 まで多 くいま した。その一方で、年齢 が上が る ととも

に読書か ら遠 ざか る子供 が増 えてい きます が、「身近 に楽 しい本 があ る と読書が

で きる」子供が多い ことが分か りま した。ブ ックスター トを受 けた保護者へ のア

ンケー トでは、ブ ックスター トを継続 してほ しい とい う回答 がほ とん どで した。

今 後 は、ブ ックスター トで本 に親 しんだ子供 た ちへの発 達段階 に応 じた フォ ロー
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ア ップが必要 となつて くると考えられます。また、ブ ックスター トを受けた方が

図書館に関心を持ち、その後の利用につながるよう広報活動にも力を入れてい く

必要があ ります。

【 目 標 】

① すべての子供に本と接する機会を提供し、読書の楽しさを伝える

② 子供に読書の楽しさを伝えていくために大人の意識改革を図る

③ 市内全地域で等 しく本と出会える環境の整備・充実

④ 図書館活動に関する広報 …清報発信の充実

【 方 策 】

①  職員体制の充実  〔中央図書館〕

中央図書館 に、専任の児童サー ビス担当職員 を配置す るとともに、全ての

職員の研修の機会を確保 します。

② 資料の充実 (資 料 とは、図書、紙芝居、コミック、雑誌を含む )

〔中央図書館〕

児童書を充実 します。

指標  児童書購入冊数

※平成 25年 度 は、長期貸 出用図書充実のため絵本 を重点的 に多 く購 入 しま した。

③  団体貸出制度の充実  〔中央図書館〕

学校 。幼稚園・保育所 。放課後児童教室・読み聞かせ団体への団体貸出制

度を充実 します。

『 岩国市図書館サー ビスハン ドブ ック』 を 「幼稚園・保育所向け」、「′よヽ学

校向け」、「中学校向け」「高校向け」に作成 し、配布 します。

幼稚園・保育所へは長期貸出サー ビスを継続 して行います。

指標  団体貸 出件数及 び冊数

(学校 。幼稚 園・保 育所・放課後児童教室・ 読み聞かせ 団体 )

年    度 現状 (H25) 27年 度 28年 度 29年度 30年 度 31年度

目標 団体数 302 310 315 320 320 320

目 標 冊 教 58,481 59,000 59,500 60,000 60,000 60,000

④ 子供と本を結ぶための活動  〔中央図書館〕

各館でおはなし会、ブック トーク、ス トーリーテリング・2等 を定期的に行い

年  度 現状 (H25) 27年 度 28年 度 29年度 30年 度 31年 度

目 標 10,027 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000
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ます。 また、絵本作家等外部講師 に よるおはな し会等 を開催 します。

指標  子供 と本 を結ぶための活動 回数 、参加人数

展示 コーナー等 を設置 して、地域文化 に関す る本及び季節や話題 の本 を手に

取 りやす い よ うに します。

指標 本 の展示件数

年  度 現状 (H25) 27年度 28年 度 29年 度 30年度 31年 度

目 標 164 190 200 200 200 200

⑤  おはな し会ポランティアの養成 田育成  〔中央図書館〕

図書館で行 うおはな し会のボランティア養成・育成を行います。そのため、

講座等を定期的に開催 します。

⑥ 講演会等の開催による啓発活動  〔中央図書館〕

子供の読書の重要性 をすべての人に理解 してもらい、読書環境を整備す る

必要性 を認識 してもらうために、講座、講演会、 PR活 動 を定期的に行いま

す。

⑦  自動車図書館の巡回  〔中央図書館〕

全域サー ビスを継続 して行 うため、老朽化 した 自動車図書館の更新 を図 りま

す。 また、必要に応 じてステーシ ョンの見直 しや、新規募集 を行います。

指標  学校・ 幼稚園・ 保 育所等へ の巡回回数 、貸 出冊数

年  度 現状 (H25) 27年度 28年 度 29年 度 30年度 31年 度

目標 回数 688 715 715 715 715 715

目標 冊数 66,371 66,500 66,500 66,500 66,500 66,500

※回数 は、巡回カ レンダーの巡回回数 による。

③  乳幼児へのサー ビス   〔中央図書館〕

乳幼児向け行事の開催や親子で気兼ねな く利用できる環境整備 に努めます。

中央図書館で、毎月 2回 行つている 「乳幼児の 日」は引き続 き行います。

年  度 現状 (H25) 27年 度 28年度 29年 度 30年度 31年 度

目標 回数 254 260 260 260 260 260

目標 人数 4,013 4,050 4,050 4,050 4,050 4,050

③ ブックスター ト事業の実施
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〔健康推進課〕 〔こども支援課〕 〔生涯学習課〕 〔高齢障害課〕〔中央図書館〕

関係 各課 と連携 してブ ックスター ト事業 を実施 します。

その フォ ローア ップ として、ブ ックスター トで本 に興味 を持 つた子供 たちが

継続 して本 に親 じめるよ うに、成長段階 に応 じたブ ック リス トを発行 します。

① 中高生へのサー ビス   〔中央図書館〕

中高生向けの資料の充実に努めます。

ヤングアグル トコーナーや、話題本の展示等で、コーナーの充実を図つてい

きます。

① 障がいのある子供たちへのサー ビス   〔中央図書館〕

関係機関 との連携を深め、図書館の利用が困難な子供たちへ図書館サー ビ

スの利用を促進 します。 また、点字絵本、布絵本の作成 。貸出 しに努めま

す。

⑫ 外国人の子供たちへのサービス  〔中央図書館〕

児童用外国語資料の充実や利用に向けてのPRに 努めます。

① 広報活動 い情報提供  〔中央図書館〕

ホームページや『 としょかんだよ り』、『 広報いわくに』、マスコミ等を活用

し、情報提供を行います。

『 新一年生にすすめる本』『 夏休みに読んでみま しょう』等のブ ック リス ト

を定期的に発行 し、おすすめ本を紹介 します。

おすすめの本等の情報提供を増や し、子供向けホームページの内容を充実

します。

「子 ども 書 の 日
+3」 か らは じまる 「こ どもの読書週 間

キ1」 に子供 が読書活

動 を行 う意欲 が高まるよ う、普及啓発 を行 います。

指標  図書館 についての掲載媒体件数

※同一媒 体で も行事が違 えば行事教でカ ウン ト。 同一行 事で も媒体が蓮 えば媒対数 でカ ウン ト。

・ lサ ー ビスポイ ン ト :図 書館サー ビスを提供す る拠点の こ と。本館 、分室 、移動図書館 以外 で、地域の住民が

等 しくサー ビスを受 ける ことができるために設置 され た場所。
キ2ス

ト_リ ーテ リング :物 語 を覚 えて子供 たちに対 して語 ること。 「おはな し」 「素ばな し」 ともいい ます。
Ⅲ3子

ども読 書の 日 :4月 23日 。 子 どもの読書活動推進 に関す る法律 において、国民の間に広 く子 どもの読書活

動 についての関心 と理解 を深 める とともに、子 どもが積極的 に読書活動 を行 う意欲 を高めるために定め られ ま

した。
ホJこ

どもの読書週間 :(社 )読 書推進運動 協議会が、毎年 4月 23日 か ら 5月 12日 までを 「こどもの読書週間」

と定めて、子供の読書活動の普及・ 啓発 を図 つてい ます。
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第 4章  計画の内容

2 連携のための施策

この計画の推進に当たつては、地域社会全体での取組が不可欠であ り、子供に関

わる施設、団体、子供を取 り巻 くすべての大人たちが、情報交換を密に し、連携す

ることが必要です。

【 目 標 】

家庭・地域・学校 。図書館・行政が連携協力し、子供の読書環境の整備を図

ります。

【 方 策 】

① 小学校 。中学校 日高校図書館部会と学校教育課、市図書館を交えた連絡会・

研修等を実施し、相互の情報交換と技術向上を図ります。

② ブックスター ト事業等、発達段階に応じた読書活動について、関係各課に

よる情報の共有と協力を図るためのネットワークの確立を図ります。

③  行事や研修会等の共同開催を検討します。

④  子供の読書活動に関わるボランティアロ民間団体 日書店・PTA等との協

働を図ります。

⑤ 市図書館は、学校に対し、図書館見学 日体験学習を受け入れ、廃棄図書の

頒布、学校図書館で解決困難なレファレンス・について支援します。

⑥ 子供の読書活動に関わるすべての関係機関 日関係団体が読書活動の推進を

図り、情報を共有するための推進体制を整備します。

・ レファ レンス :資 料相 談、参考調査 、読書案 内等。 資料や情報 を求めてい る利用者 に対 して、図書館員が 当

該 資料や回答 となる情報又は情報源 を提示 又は提供す ること。またそれ に関わ る業務 を レファ レンスサー ビス

といいます。
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第 5章 計画の実現のために

本計画に掲げられた各種施策を実現 し、すべての子供たちがいつでも本や必要な情

報を手にすることができるよ うな環境を整備するためには、子供に関わるすべての大

人が協力 して取 り組む必要があ ります。そのために、次のことを実施 します。

1 この計画 に関わ る関係 団体等が、情報交換 を行い、計画 を有効 に実現 し

てい くための総合的
」
な推進体制 を整備 します。

2 この計画の方策 に定めた数値 目標 をもとに、定期的 に関係 部署が集 ま り

検証 し、見直 しを行 います。

3 子供 の本や読書 に関す る情報 を、広報やイ ンターネ ッ ト、ブ ック リス ト

等、 さま ざまな手段 で発信 してい きます。

4 この計画に示 した各種施策を実現 してい くため、必要な財政上の措置を

講ず るよ う努めます。
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